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■掲載や取材に関するお問い合わせは、下記までご連絡ください。 

スパイラル／株式会社ワコールアートセンター 広報 金子朱 

〒107-0062 東京都港区南青山 5-6-23 

E-mail press@spiral.co.jp  http://www.spiral.co.jp/ 

 

 

横浜港の眺望とアートを楽しむことができるレストハウス 

「象の鼻テラス」が 13 周年を迎えました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スパイラル／株式会社ワコールアートセンターが運営管理を行なう、横浜港の眺望とアートを楽しむことができる無料

のレストハウス「象の鼻テラス」が 2022 年 6 月 2 日（木）にオープン 13 周年を迎えました。 

 

開港 150 周年を記念し整備された象の鼻パークは、横浜の原点であると同時に日本の近代化がスタートした重要な場所

です。ここに設置された無料休憩所である象の鼻テラスは、横浜市が推進する都市ビジョン「文化芸術創造都市─クリ

エイティブシティ・ヨコハマ」を実現するための拠点と位置付けられ、「文化交易」をコンセプトに掲げ、アート、ダン

ス、マルシェなど多彩なジャンルのプログラムを開催してきました。それらは、都市観光とアートの融合、世界中のア

ーティストやクリエイター、各国大使館など国際関係機関と協働する国際交流、アーティストやクリエイターと地元企

業や障がい者施設とのコラボレーションによる様々な活動、国内外で活動を行うパフォーマーの公演や、質の高いアー

トに触れる体験型ワークショップ、アーティストの参加によるカフェの運営など幅広い文化芸術事業に結実しています。

今年度も象の鼻テラス・パークの新たな活用方法をアートを使って模索する、パブリックスペースプロジェクトや市民

が主役のダンスイベントなど、多彩なプログラムを予定しています。 

今後の象の鼻テラスの活動にぜひご注目ください。 

 

この機会にご取材を検討いただけますようお願い申し上げます。 

 

  

 

象の鼻テラス開館 10 周年記念展「フューチャースケープ・プロジェクト」（2019）/象の鼻パーク 

Photo：Ryusuke Ohno / ©️Arts Commission Yokohama 
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名称：象の鼻テラス ZOU-NO-HANA TERRACE 

住所：〒231-0002 神奈川県横浜市中区海岸通 1 丁目 

TEL. 045-661-0602 

営業時間：10:00-18:00／年中無休 

 *開館日時は都合により変更する場合があります。 

入場料：無料 

サービス：休憩スペース／カフェ／インフォメーション／Free Wi-Fi 

URL：https://www.zounohana.com/ 

企画運営：スパイラル／株式会社ワコールアートセンター  

竣工：2009 年 5 月 

設計：小泉雅生 

受賞：UD（アーバンデザイン）賞 まちなみ部門受賞（2009 年） 

神奈川建築コンクール 優秀賞（2010 年） 

*象の鼻テラスは、横浜市文化観光局の委託により、 

スパイラル／株式会社ワコールアートセンターが運営しています。 

 

 

象の鼻テラス内に併設された、ガラス越しに横浜港大さん橋客船ターミナルなどの港の風景が一望できる、テイクアウ

ト形式の「象の鼻カフェ」では、象の顔をモチーフにしたソフトクリーム「ゾウノハナソフトクリーム」をはじめ、横

浜にゆかりのある食材や地ビールなど地域に根ざしたオリジナルフードを提供しています。 

 

 

 

 

横浜港発祥の地・象の鼻 

現在、象の鼻パークと呼ばれている場所は、1854 年 3 月 31 日、アメリカ合衆国のペリー提督が 2 度目の来日

で初めて横浜に上陸した場所です。1859 年、日米修好通商条約により横浜が 5 つの開港場の一つに指定されて

以降、この地区は横浜で最初の本格的な波止場となり、諸外国との活発な貿易、交易の舞台となりました。 

「象の鼻」の名称は、時代と共に少しずつ形を変えてきた堤防の形状が、象の鼻に似ていたことに由来していま

す。現在の象の鼻パークの堤防は、関東大震災でその大部分が沈んでしまった明治中期の堤防の形状を復元した

ものです。象の鼻パーク内には、このような歴史を紹介する展示も各所に設けられています。 

 

施設概要 

写真左から：象の鼻ビール（横浜地ビール）¥800／鎌倉ハム 3 種のサンドイッチ ¥800／ゾウノハナソフトクリーム ¥480 

Photo Katsuhiro Ichikawa（象の鼻ビールとゾウノハナソフトクリーム） 

上：象の鼻テラス外観／下：象の鼻カフェ 

Photo Katsuhiro Ichikawa 
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来場者と交流する象の鼻テラスのアート 

象の鼻テラスには、来場者それぞれの象の鼻の風景を楽しむことができる、アート作品が設置されています。 

 

椿昇 《時をかける象（ペリー）》 

現代美術家の椿昇が、横浜の 150 年の歩みを見つめ続け、これからの横浜と

人類を力強く導く、対話と活力のシンボルとして、象の鼻テラスのために制

作しました。「複雑な世界の状況を打開する答えは、アートには書いていない

が、考えるように促す力がある」と語る椿昇のメッセージを横浜から世界へ

と発信しています。 

 

谷川俊太郎 《<象の鼻>での 24 の質問》 

象の鼻テラスから大さん橋を望むガラス窓には、詩人、谷川俊太郎による《<

象の鼻>での 24 の質問》が来場者を迎えます。谷川俊太郎が投げかける、横

浜港の風景と来場者を結びつける 24 の質問に、それぞれが答えを導き出すこ

とで目の前の風景が、その人だけの特別な体験へと変わります。 

 

 

カティア・トゥキアイネン《子どもたちの思いがつまったスツール 》 

象の鼻テラス内にある「象の鼻カフェ」で使用するスツールは、日本の漫画

に影響を受け、愛らしい少女を表情豊かに描くフィンランドのアーティスト、

カティア・トゥキアイネンと横浜の子どもたちが一緒に制作したものです。 

 

 

皆川明 象の鼻カフェ《青い象》とユニフォーム 

テラスに併設する象の鼻カフェのマスコット《青い象》は、ファッションブ

ランド、ミナ ペルホネンのデザイナー、皆川明が手がけました。ユニフォー

ムやオリジナルアイテムに登場する《青い象》は、海をイメージさせる青、

象の無邪気な表情やステップを踏んで踊り出しそうな動きから「誰が見ても

幸福感のあるもの」の象徴として誕生しました。青い象が鼻の先で持っている

花は、「象が、なにかを見つけたりなにかに出会った瞬間の、うれしい発見に

も似た気持ち」をあらわしています。 

常設作品 

3 作品全て Photo Katsuhiro Ichikawa 

 

皆川明による《青い象》メインビジュアル 
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象の鼻テラスでは、訪れる人と文化がつながり、新たな文化を育む場所を目指し、アート、ダンス、マルシェなど 

多彩なジャンルのプログラムを随時開催しています。 

 

               ぞうさんマルシェ 

               ZOU-SUN MARCHE  

毎週末の通常マルシェと合わせ、来場者の創造体験・国際性豊かな文化体験につなが

る象の鼻テラスならではのテーママルシェを定期的に開催しています。 

https://zounohana.com/pj/zousunmarche.html 

 

今後の開催予定： 

2022 年 6 月 11 日（土）、12 日（日）「横浜レコードマーケット」 

主催：東京レコードマーケット 

2022 年 7 月 16 日（土）、17 日（日）「ALOHANA Hawaiian Workshops」 

主催：Alohana Bloom Creations  

2022 年 7 月 23 日（土）、24 日（日）「めぐる布市」 

主催：NPO 法人森ノオト 

 

 

ポート・ジャーニー・プロジェクト 

PORT JOURNEYS 

横浜の姉妹、提携港がある都市や姉妹都市を皮切りに、クリエイティブ活動が盛んな

世界の港町との文化的交流を図る国際プロジェクト。ジャンルレスで継続的な文化交

流プログラムを通して、相手都市の文化体験を創出し、横浜のクリエイティブ活動を

世界に発信しています。2022 年度はネクスト・ノーマルにおける国際交流について模

索します。 

https://zounohana.com/pj/portjourney.html 

 

 

 

ゾウノハナ・フューチャースケープ・プロジェクト 

ZOU-NO-HANA FUTURESCAPE PROJECT 

アートの創造性を用いて公共空間の新しい使い方を提案する社会実験プロジェクトと

して 2019 年に開始。SDGs 達成に貢献することも視野にいれ、「環境」「災害」「食」

「健康」「教育」「花と緑」の６分野にフォーカスし、アーティスト・市民・企業など

多様な主体と共に推進しています。

https://zounohana.com/pj/futurescapeproject.html 

 

 

 

アトリエゾウノハナ 

ATELIER ZOU-NO-HANA 

子どもたちの創造性や柔軟な発想を育む子ども向けのワークショッププログラム。国

内外から様々なジャンルのアーティストとのコミュニケーションを通じて子どもたち

の豊かな感性を育むアトリエを展開しています。近年では小学校へ出張ワークショッ

プも行っています。今後、参加した子どもたちがアーティスト集団「KO-ZOU-CLUB」

となり、象の鼻テラスを舞台に芸術活動を行なうことを目指しています。 

https://zounohana.com/pj/atelierzounohana.html 

 

上記のほか、象の鼻テラスではさまざまなプロジェクトを推進しています。 

各プロジェクトの詳細は象の鼻テラスホームページにてご紹介しています。https://zounohana.com/pj 

プログラム 

Photo Mito Ikeda 

 

Photo Ken Kato 

 

Photo Ayami Kawashima 

 


